
白瀧水煮曜詰の内面螢鋳について  
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極詰（自陣）の内面に蒸鋳が出る事はしぼしば発見される現象であるが従来余り気がつかなかつ  

た程度で、問題になった例は甚だ少なく記録紅乏ユノい。昭和10年7月号の甜語時報に永井芳雄氏  

が椎茸水煮繕詰の研究中内面に諒鋳が出易いと烹ふ事を報告してゐるが、其の他にも未発表ではあ   

るが戦時中赤飯縫詰に内面諒鋳が出⊂軍需部関係から小言を項数したエ場もあった等である。又吾   

々は自分の製造した諸塵の結語（白舷）につレ、て時々内面の薔部に少しの赤鋳を発見する事があり、  

市販緑語についても同様で、古い記録ではあるが昭和6年市販グリンピー ス紹詰の閉経検査の際16  
●  

揺中3腔には明らかな赤紡が見出されたと云ふ記録を持ってゐる。研が撒近に到って輸出繚語に甚   

しく赤鋳が出て問題を挺した例が2～3遼〉る。昭和23年の秋広島方面の丑工場．関東のK工場等で  

築造した白瀧水煮縫詰もその→例で、これが発鋳原周東ついて一部では、袈嘩方法に欠格はなかつ   

た云々、と云ふ甚だ要領を得ない見解の表明がなされてゐた。（公の証明寄の発行がなされた。）   

しかし鋳発生職梼の一般理論からすれぼ赤鋳は酸講と水の水素イオン濃度との相関條件から出来る   

ものであるから中性に近い鋳易いと考へられる内容のものでも築造上注意深ぃ操作がなされるなら  

．ぼ決して斯様な問題化なる程の鋳は趣きないと考へられるので、特別甚だしい内面発鋳に対・しては   

その原因に多くの凝問の点を残してゐる。そこで筆者は雇ケの袋達條侍忙よつ⊂内面発鋳がどの棲   

に出⊂くるか、その開拓が明かになれぼ自ら防蹄の対策も考へられると思ひ自瀧を用ひ⊂実験して   

見た。   

試験方法の概要   

使用した白帯gは当地で得易い市販品を用ひた。コンニャク襲達元で調賓l．た白瀧の作り方は、群   

馬特等粉1貫目に水娼～50 升と少量の石衣乳を混食してねって白瀧輿邁欄で 指OC の温石衣水   

中に突出すもので、コンニャク貸付のPH慣は10．ア 内外、突出される石衣水及び其の後貯蔵さ  

れる液のP壬J慣は11・0内外であった。此の白瀧の乾物固形成分は 4．0～4．5％であった。此の   

自瀧を清水で水洗し、或は水煮をして瞳諸にすると Pガ償は漸次下って焚こ中性点に近くなり、   

発鋳の要素である水の條件が甚だ鋳び易い中性域（■鉄蹄の発生範筒）に入るので鋳に対して非常に   

銃敏な反應を示すであらうと云ふ概念を得た。   

使用基経は棄洋鋼鉄楽ホットロール鉾力の6号縫糾召ひた。予備試験の結果コールドロール！試力   

も、ホツ1トロール餌力も鋳に対して殆ど茎興が認められなかった故特に使用餅力について吟味Lな   

かった。   

笑験は実際絶誇工場で起り得る枚なあらゆる製造條件で結語を輿達し殺菌申も貯蔵申も反嫁する  
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尊なく同一トツ7■－を上向に静思して370C恒温窒紅5日間保管後問絆検査を行つ準o  PH倍は鈴  

木商会輿此色測晃君で測定した。発鋳の検査は肉眼瞼査でその鋳の軽度を（・1－）の符号申数で示し  

鋳てないものをく－）の符号とした。叉趣く／トさな鋳で判然とL・難い桟なものを（±）の符号とし  

た。   

一つの実験を量的に大量風教って鋳発生率と云ふ横な数字的データーを揮用す可きであらうが、  

資材の関係で現状では不可能であるから一つ一か実験に1・0～30個性の個体数牢府政払、発鋳が出る  

か出ないか、大凡その儀向をうかむこととした。英数は大部分は昭和24年1月から3月にかけて  

行った。  
t   

賓 験 の 部   

（A） 普通の熱願充填法の場合 ヽ   

賞験（］） 煮沸白瀧、熱水注入、勲睨乗法  

l     市販自瀧を一夜水晒、清水にて5分間煮排、6骨経130耳詰、煮沸（10分間）した  

熱水満連、1000C存分聞熱駿東、碑封、川00C3n分間加熱殺菌、冷却0  

（生白瀧の乾物固形成分4．4％、寮沸5分後の歩留83・5％）   

笑顔（2） 煮排白瀧、熱水注入、∵開城挽末法  

脱棄を機械グーヂ25吋で行った。其他は前法と同じ○   

実験（3） 煮排自前∴熱水注入、非挽乗法  

工場にて機械況来する際しぼしぼ故障等めため展墓グーヂが上らすに奄締られる場合が  

あるから、その点を考慮して脱束操作を省略して実数した。其他は前法と同じ0  

第1袈 英俊（1）（2）（3）の結果  

実験  個 体  垂締時  n 展重度  上部空隙  P．H   二瓦   給内容景  固形景  発  汚  庶   

1 7．5  2（）5   124．  

2  

85・！‡…  
7．3  207   121  

3   3                       4  7．6  201   118  

4   6！7．5  1ウ8   117  

17  207   125  

（1）   17  l言：…  200   11（；  

7  17  3  7．4．  210   120  

8   4  7．5  207   118  

9  3  7．3  205   124  

10  □ 旧  3  7．6   210   125  

7・5  197   119  

2   1ウ8   120  

3   55    20   ¢                  52    18   6               52    19   6  197   121  

4   50   19   7  195   123  

5   50   22   9  7．6  186   117  

（2）   4．8   20   8  192 122  
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此の結果はPK傾が中性に近いから実験（3）の如き展重度が低下した場合には鋳びるかもし  

れないと予想L．ていたが、はつきりした鋳は発見肌寒なかった。唯→づ胴隅切部（上部基隙佗  

置）に鍛錬を見た。  

（B） 熱間充填法に於ける度盛度及上部基隙の影響  
‘  

実額（4） 煮沸白瀧、熱水注入、熱脱泉後政治し尿重度を異にLた場合  

自蔽は・一度総譜に佐用L．たものをP‡J三10・0 の石衣水中に貯蔵して置いたものを用ひ  

た。一夜水防、清水拓て5分煮排、6骨障100瓦語、熱水満乳1000C6分間勲腹窺．  

品湿を所定のものとするため速攻放冷枝雀締、1000C30分間殺菌、冷却0  

実額（5）煮沸自活旨、熱水注入、熱睨菊雄の時上部基笈を多くした場合  

市販白瀧を一夜水防、清水にて5分煮排、6号抽100瓦請、熱水70瓦経入、］000Cさ  

分間熱投気、巷締、殺菌100C80分、冷却。（基操容積乱座内外）  

実験（6）煮沸自瀧．無法液、機械源乗法で重圧容積を多くした場合．（ソリツノドパック）  

苗版自瀧を－・夜水晒（a）、・一度除籍忙使用後石衣水中に貯蔵して置いたものを一夜水  

晒仲）、清水で5分煮排、6骨縫120瓦詰、26吋榛城阪菊巷締、100eC新分殺菌、冷  

却。（基隙界靖1PO押内外）   

欝2表 奨 励〔4〕（5）（6〕の結果  

発  鏡  度   

英俊  個 体  巻締時  展重度  上部喪噴  PH  総内容量  固形塵        No  No  品艶C¢  吋  ‾‾癌   瓦  瓦   
塵l席 t 胴   

22   6   7．3   201  95  

16   6  200  1  90  13   6  201  

3   70   1I?1 6  200  

5   60   11   6  200  95  

（4）  60   10   6  202    96  

7   50   8   7  20Dl94  

8   50   7   8  1981 93  
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95  土  

…‡ …3；     n  95      l士   
88 7－8 0  96  士  ＋  

r 

95  ＋  土  

95  

4  20 1．5  〝  96  ＋  土  

21  1（；1  〝  93  
（5）   

21  15  〝  95   土  

95  7  21  18  〝  

8  21  17  〝  93   ＋  

9  15  〝  94．  土  ＋  

10  21．     20        1，7  〝  95  

・ 120 1．12  

・  
119  

（6）  1     52  40  26  〝  115  

a   118  

4 5  30 80   ≡…■竪  117  

6   48   26  7．3   〝   120  

7   45   26  〝   120  

〔6）                                            8   42   26  〝   120  

I）   9   4．0   26  〝   12（I  

10   30   25  〝   120  

実験（4）に於ては展墓度の影響は明腔に規はれなかった。ただ窒温にまで降った様な時は上  

部姦匪職制部に磯鋳が出た程度であった。  

英諭（5）に於ける上部基隙の多い場合の影響は可成りはつきり鋳び易い傾向が規はれた0発  

鋳部位は蕎に多く馨締アール隅、産も巷締粥、胴では隅切部であった0此の発鋳原因は同じ展  

墓度を保つ緒詣では上部基隙の多い程鋳に影響する酸素残存急が多いと云ふ事が考へられるが  

■ 侍それだけでは説明出来ない点があるD  

巨Pち実験（6）ほ室隙容積を大凡そ前算数の2倍にしたソリッドパックの教法であるが－鋳は  

出なかった。従って翠に姦隙容餞のみが影響するものでない事を認めた○  

（U）熱間充填法に放ける固形最大小の影響  

巽験（7）煮沸自瀧、熱水注入、勲統束法に敷ける固形量を異にした場合  

白瀧は市販品一夜水防、清水にて5分賓汎 6号縫忙占十150瓦を詰め、熱水澗注、勲  

駿東1000C5分、800C巻締、殺菌100030分0  

実験（8） 水のみの縫詰の場合  

固形物が査然入らない場合盈実験する焉め10分間煮沸した熱清水（a）・と、P打之10・さ  

の勲石衣水（b）、用ひG号繕で前実験同夜勲脱乗法で行った0   

節3蓑 実 験（7）（8）の結果  

＿42 －   



同形同形  発鋳虔  

笑顔 No  叫■皇統肉慧∃展垂欝    ■上部垂隈  粍  f）1－‡ 霊】 覧  
藍l底1胴   

1  150  20   り     7．3  134．   3．67  

2  〝  20   6  u  125   〝  

3  〝  20   129   〝  

4  100  19  9（）   2．44  

5  〝  19  97   

6  〝  19  童章7・0  〝  

7  50  19   5  7．1  4，5   1．22  

（7）  〝  18   2  49   〝   1‾  

9〝  18   3  48   〝  

10  20  19   4．  7．2  】．7   0．4．9  

11  〝  19   3  17   〝   土  

12  〝  19   つ J  17   〝  

］3  10  19   4  7．3  10   Ot24．   ＋  ＋  

14  〝  】8   3  9   〝   ＋  ．±  

15  〝  18   4  9   〝   ート  

Xl（i  5  18   4  7．1．  5   0．12  

×17  〝  16   6  5   〝  

X18  〝  18   5  5   〝  十－ト ー                      土   

1 7．0  」一  

17  ］  〝  十  ・ト  

18  1  〝  ＋  ート   

17  3  〝  土       ＋－ト  ＋  

（8）  …！牲蓉賢   19  19  41  〝  －ト＋十       十   ート  

×61〝  2（）  3  〝  、  十」ト       ＋十  十   

7  210   20   2   10．5  

8  〝   18   2   〝  

（8） 9  〝   19   2   〝  

b  lO  180   19   7   〝  

11  〝   18   8   〝  

12，  140   20   17   〝  十＋  

備 考 ×印は内容液が顔色に変色  

固形比は乾物固形成分貴÷棟内容項（225）x100の数倍  

（賛助ぐ7）に用ひた自瀧は乾物問牒成分5．5％）  

此の実験に於て固形量の影響は内容固形成分が次第把少なく水に近付くに従って鋳が出る供向  

をはつきり示した。その固形比の限鼎に至っては明らかでないが（此の実験では固形此ユ．22  

以下鋳を見た）胎内に残存する酸素は内容固形成分の多い程其の酸化のために或程度滑費され  

る簡が多くなり鋳の生成を抑制してゐる尊は事実である。従って固形畳が西野頓に対して過少  

である番は発鋳の－僚件になる。しかし一般食l馴鹿詰の正常内容量では殆ど問題になる様な要．  

素ではなからうと恩はれる。  

実験（8）（a）の清水縫語は殆どが著しく発鋳する。それでも上部基隙が少なけれぼ蹄の程度  

が軽い番がわかった。此の場合では轟鋳位宜が蕾底胴の区別なく至る所に現はれる。、と云ふ事  

－・43■＿   



lト、・・・■● ヽ l   

F  

i   

▼ ′一．－■■√一▼’町「■t            t  

ナ′  

は水の備件即ち水素イオン濃度が中性では殊町鋳に対して銃故な反應を示すと云ふ事を物語つ  

てゐる。PfJ＝10．OF以上の水では鋳が出ないで寧ろ餅力あ錫を腐蝕する傾向を示してゐた。 l  

しかし実験（8）（b）No．12の如く甚だしく上部基隙を基けると基隙部の内容液把浸らない  

位置叱発鋳を見た。此の部分の水滴は凝縮水で中性を示Lてゐたから内容液との交流が行はれ  

なかった事を証明してゐた。新棟な点から見て柁語の上部基防が多いと云ふ事は残存酸素量が  

多くなる書と益隕部の水の候件が鋳に都合よい環境を輿へる事の2つの≠アクターを合致させ  

る結果になる寄がわかった。筆者は透視ガラス填履用ひて苦を白餅力とし軽々の内容物を詰め  

て理論上鋳ない賃の場合に基隙部に鋳が出ると云ふ以上の関係を観察する事が払釆た。内容物  

を時々勤務して莞の凝鮨水を円黎液と交流せしめるか、基隙部の飼カー而に内容が接着してゐ  

る壕な状態では発鋳しないか又は少Lの鋳が出ても内容 PH の如何によって漸次紡が治夫し   

⊂しまふ。実験（6）のソリドパック詰が発鋳しなかった芦珪由も其の点にあると思はれた。実  

際経詰工場でレトルトヽは縫詰を反鴇して入れ、箱詰の時又反鴇Lてゐる操作は以上の棟な理  

由も含むものと解せられる。   

（♪） 普通の冷問充填津の場合  

実額（9） 冷自瀧、冷水注入、塵械便乗漆  

（孔）市版自瀧を水臍一夜、6骨相170瓦語、給水満注（30ぐぐ内外）、25吋  

機械脱東金締（晶狙】20C）、1000C30分殺菌、冷却  

（b）市販白瀧を水防二賓夜、6母権150瓦語、冷水滴箆（即（－ぐ内外）、20吋  

懇締（品温120C）、1000Cき0分殺菌、冷却  
L  

箕験（10） 袷自流、無注液、機械収束法  

白瀧偲一夜水防（a）、生菖瀧一度清水5分間煮沸後一夜水防したもの（b）、6号綾  

】50瓦詰、無注液に⊂24吋食滞（晶温130C）、】000C40分殺菌、冷却  

（基陣容構8∂伴内外）  

欝4蓑 欝訂戯（9）（M）の結果  

捻内容量   発  鈴  鹿  

箕歯 No  固体 No  展寧慶  叶  上部垂隙  粍  PII  

瓦   瓦l               豊l底l臍   

1   20  197  14．1  ート  

2   20  9．3                       9．3   203 138   十  

3   21  200●   139  
4．   20  20（）   141  十  

（ウ）   20  200   139   ＋＋  ＋  

6   21  2（）0   141   ＋  

7   20  lり9   140  

8   20  200   140   ート   ート  

9   20  200   139   土   ＋  

10   20  201   141  ＋   

－44－  

′   



町1▼◆  

■  

Ⅷ「  

l1  1．8  ／1  8．5  l17  

■6  

200 1り7 198  土  ート   

197  11て  

。9） 汗汗け  1＿りり 121  

t■   16   1り  6  2†）1  118  ＋＋  
．  

17  7  196  115  ・ト  士   

18  198 120 

19  15                            15    5  198  117  

20   76 1 6  200  1】9  

1  22  1．0．7  1．50    111  
（10）  2   22   10．6  〝  110  

3   22   ゝ 10．くL  
孔  

〝  110  

4．   4．  1（I．0  〝  104  

5   22  10．4     〝  110  

6   24  7・4∫l  〝  

（10）  7   2′l．  7．4，  〝  

8   7．5  〝  150  ・ト                     〝  ＋  

b  22  
9   7．4  〝  

23  

1 10 
7．5  〝  〝  

24  

備 考 昇級（ミリ（a）は白瀧固形がじやまt．・て上部基隙は測定出来なかった0  

実験（9）の袷間充填法は大凡そ発押する慣何が示された。内容固形の収縮を見越L・て充填  

畳を多くすると巷締の時眞基度を高く効かせ梗と努めた際に経済のこぽれが多くなり基隙を可  

成り残す綾果になる事を認めた。巽験（l吋甲ブリ、γ．ドパック洪ではPⅢ を下げた場合は鋳  

びる傾向が見られた。P月＝】0．0以上では紡が出なかった。しかし∬P＝10・6内外の生白瀧  

から溶出した汁液は餌力を腐蝕する事が甚だしく、汁液と基隙の噴射ま部分的にいちぢるしく  

錫が剥げているものを見受けた0・  

（E）冷間充軍旗に於けるPH慣の影響  

実験（11）蕗自瀧、冷水注入、機械睨菊潅紅よる時の注液Pガ償を異にした場合   

（孔）市販白瀧を三奮夜水防、（1官権1て0●●瓦詰、袷注液P打慣を石衣水及塩酸を加へ  

調節し、満箆、2さ吋巻締、川00C30分校蘭   

（b）市牒自瀧を牽く水洗、6号椒摘0瓦語、石衣水に：こP甘凄絶調節した冷液滞涜  

20吋巷締、1000C30分殺菌   

第S表 共 助（1コ．）の籍果  

J■  
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l  ▲ ■ヽ    ■  

（ご）け封 ………一三……！  汗パ    201 140   ＋  

9・2   21  10・2  200  138  

9  2】 ilO・5  198  137  

1  11．0 弓15   7  10．  け7  

2  〝  13  4  10．8  20三i  122                             120  
3  〝  14．  5  10．8  199  115 l  

4●  〝  13  3  10．8  209  119  

5  
／／  15  6  10．8  201－  118  

6  】♪．0  11．  4 10．8  203  116  

7  〝  13  4  10．8  203  117  

8  〝  1∠1．   7  10．8   1ウ7  118  

9 i 〝  1∠1．   4  10．8   203  111  

7  10．8   1り7  114．  

（11）  4  10．6   204．  121  

萎0盲……  4  1（）．7   205  117  

b  13   〝   13   6  10．6   200  113   
t  

14■  〝 113   6  10．7   199  115  

15  〝！13   6  10．6   200  1．14  

16  8．0！13   6  10．7   201  111  

17  〝  1＿4   9 LlO．5   195  112  

〝  13   7 10．7   198  113  

13   6  10．6   2（IO    lO9  

18 弓                  19     〝                    20     〝  14．   6  9．8   199  110  

21  7．0  13   6  9．6   198  103   ＋  

22  I/ 1 13 6  9．6   1．98  116  

23  // 14  6  9．8   200  110  

6  9．5  200 116  

：l壬…  6i9■4   － 200 
1す2   十     －ト  

備 考 ○印は塩酸を添加、X印は軟化  

此の結果は冷間充項法でも大凡そ PH≡10．0以上の内容とした場合は発鋳が無かった。之は  

理論上鋳に対する中性域を外れるためで、鋳がない代りに腐蝕作用が起ってくる。牽く水洗L  

た自満ならPli8・0 位の注液を用ひれぼ鋳の点だけは抑へ得る事は審箕である。余りに長く  

水洗し、或は故意に中性より酸側匿移Lた様な時は鋳び易いぼかりでなく白瀧はゲル性を発つ  

て軟化する場合がある。大体P打と7・0以下は軟イヒ危険があるものと見倣される。  

（甘） 中間充項旗の場合  

実験（ほ） 煮排白瀧、冷水注入、機械視乗法  

一夜水防自瀧を清水にて6分間煮沸、6骨髄130瓦譜、水道冷水（乱）、蒸潜水（b）、  

一度煮沸した冷却水道水（e）、等何れも満注し、25吋巻締、・1000C30分哉菌  

実験（13）冷自瀧、煮沸熱水挽入、機械塩素法  

市販自敵を軽く水洗したもの（a），一夜水晒したもQ（b）、一度縫諸にL′たもの（リ  
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パック）（c）、等を用ひ6号躇150瓦語、熱水満注（10分間煮排した水）、25吋巻締  

ユ000C30分殺菌  

巽駿（14） 給白瀧、熱水注入、晶洩を上昇せl＿一めた場合の機械晩束法  

一夜水防白瀧、6号繕150官許、奄締時の品猛の影響を調べる馬め煮沸熱水を注入し  

たまま25吋巷締（a）、再度熱水を注ぎ換へて晶湿を30一朝OCに上昇せしめ 25吋  

巻締（b）、ウオーターバスにて詣塩50～650C道上昇せしめ20吋巻締（e）、腹束  

●砲門で晶温70～800C迄上昇せLめ15吋雀締（d）、等の操作を施したものを箕験  

してみた。  

爵6章 実 助（12）（13）（14）の結果  

ヽ．  

翠鋳 匪   

瓦蓋l底l脚  
細 個体 巻締時貞重度上部魂蒜 pH 給内鱒 No No 晶温Co 吋      瓦   臥形盟  

1  25  1 

7・4 十  

（12） 2  25   ］． 

；；喜一…；3  

a   3  23  

4  20   土  

5 17   

6  25  22  6  7．3  200  123†十  
7  25  22  6  200  123 1 

ゞ   8  25   19   6  204  124  

9  23  22  7  198  116  

10  23  20  6   7．4  200  j21  －ト  土   

7・5  ’  ■  土   

；…  

Cち…… 

1  20－30． 17  12  10．6  192  117  

（13）   2  18  7   10．6   197  116  0十  
3  

a  
18   10  10．4  194   115  

4  20  14．   10．5  187  115  

5  18  14．  10．6   188  115  

6  21 12  9・1 190  122  －トi   

㍉  

ウ  18  10  9．0  193  123   

10  20  12  り．1  191  121  －ト   

7■4 

＝董書喜 常 
i15  23l12  tlり0  140  

′   
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（14）  

1  10  7  9．0   200  

2  20  18  13  189  
a  3   25  18  1：！  190   

】26 －ト ；……－‾ト  

32   】8  12  7．6   190  ユ20  

4．  40  19  12  189  119  

43  18  12  187  118  士  土   

7   50   18   12   9．2   1ウ5   】22   ＋＋  

8   55   20   13  187   119  
¢  9   60   20   7  200 120  

10   65   15   8  200   123  土  

11   65   19   11）  195   119   

12   70   20   9   8．5  l200  118  
d  13   75   18   10  119  

14．   80   20   13  1ウ0 191  11¢  

■
 
 
●
●
 
 

備 考 ○印は拭力面の比較的大きなきずに発生した鋳   

此の結果は自瀧か、注液か、何れか一方だけを予熱した中間的な充填法では冷問充填法より梢   

々軽いがやはり鋳が出た。   

実験（13）の（払）No．2の鋳は例外的であり、巽験（13）（c）の鋳が出なかったのもリバツ  

ク 

巽験（14）の巻締時晶狙の勢果Lも大凡そ700C以上でなけれぼ鋳びる危険性ある事を示しとゐ   

た。  

（G） 注液中の遊離クロールの影響   

食近各都市の水道水には滑寺のため浪人Lた遊辞クロールの存在が認められるが，それを知ら   

ずに躍藷工場用水とし、水煮冶詰等の注水に生水のま衰使用される場合もある暑が想像される   

故、遊離クロールの影響について実験しこ見た。  

共駿（二L5） 冷聞充項潅に於ける注液に遊離クロールを混入した場合   

（a）自瀧は一度結語に使用したもの（リバツク）、6普請150瓦語、遊離クロール含有  

量を100萬分0．1～0．3－0．6の3踵としく蒸溜水にて）、冷満注23呼名締、1000C∂0  

分殺菌。   

（b）遊離クロール含有量100萬分の0■1の準液忙石衣を以てP耳己10・0以上とL冷滞  

箆、其他前同様の操作をした。  

（遊離クロールはオルソトリヂンの反臆による此色測定によった）  

爵7表 貸 飴（15）の結果  
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t  3   〝   21   8  195   133 十  

4   〝   20   6  198   130   十  

× 5   〝   18   4 204   144   ＋－ト  

6   0．3   20   8  194   130   」－＋  

（15〕  7   〝  4  203   131   ＋  士   

a   8   〝   18   5  197   132  －トートート  ・ト  

9   〝   21   7  19（i   130   ート・ト  

×10   〝   18   3  205 148   ート  

11   0．6   23   7  195   130  十十＋  ＋  

12   〝   17   6  199   128   十十  

13   〝   20   6  197   126   

14   〝   20   8  194   128   ートート                     十－ト  

㊥15   〝   19   6  197   l封）  

1   0．1   20   6   10．畠 198   130  

2   〝   21   6  10．3  198   131  

b   
■一ヽ i）   〝   19   5  10．1  199   131 

4   〝   19   4  10．3  197   130  

5   〝   20   d′ 110・5  199   130  

備 考 X印は煮沸自瀧を用ひた、◎印は牲波を5分間煮沸した。  

此の結果普通の中性に近い白瀧では遊離クロール申存在が著しい鋳を誘発する事が認められた   

鋳は主として背部に大きい箆紋朕になって現はれた。そして100苗分の0・1と0■6の間に   

大書は認められなかった。（a）実験No．1さは］・00筒分の0・6含有量のものを予め煮沸し   

て用ひたのであるが、このものだけは鋳が出なかった。又（b）実験に於ては内容PH 債を  

10．0以上に調節する事によって鋳の発生を抑へる番が出乗た。  

実放く16） 追跡クロールの加熱による杓失及総譜工場水道水中の螢離クロール量  

100親分の0．2含量の水を加熱し、遊離クl－－ル反應の摘発紐皮を兵験して見た。叉参考  

のため大阪市水道水を使用している大阪合同i幡譜株式会祀（大阪布施医務川町）のエ場  

用水について終日遊離クロール畳を測定し⊂見た。  

葬8来 遊離クロールの加熱による滑央  

加熱経過時間（分）   0   5   

紐  皮 CO   l   20  50   88   

遊離グロー′レ（百嵩分）！ 0・20  0．07   8112  15               70 戸   100        0・05i q  0   

第9表 碓詰工場7Ⅰく遊泳中の遊離クロール蟄（大阪合剛笹諸株試食祉に於いて1949・4・10）  
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此の結果遊雛クロール量は水産地からの距離や時刻で兵るが最大0・3、最小0・02位含まれて  

いた0  

しかし加熱共助に於て 880C では眈に遊辞クロー九の反應が消失していた。従って躍詰用に  

実際注入液等に用ひる際は是非共煮沸して用ひなけれぼならない○一  

（Ⅱ） 壬Ⅰエ場袈自瀧水煮躍譜（2骨腫）の開緒結果   

歩10襲1949．2．20開催  

上部空隙   稔内容量  同 形魚   発  節  度  

No  最盛 皮  P 二H  瓦   瓦  丑l底l胴   
1   15   20   9．2   760   506  ＋＋－ト  ＋   ＋   

2   15   1．7   9．1   767   510   ート＋  ＋   十   

3   10   20   9．0   760   525  十＋－ト  十  

4   15   18   9．2   770   524   十十  十  

5   15   25   9．2   730   515  ＋十十  ＋  

6   15   18   9．2   778   520   ＋1－  －ト   ＋   

7   15   17   9．1   781   515   ＋   ＋  

8   14   22   9．0   762   520   ＋   ＋  

9   4   13  ＋－ト＋  

10   14   16  －ト＋  ＋  

備 考 製造月日……1948．10月頃  

製造方法……玲間充填法  l  

工場用水中の遊離クロール……H市水道課の言明によ町混入明瞭（水源たて首萬分の1混入）  

嬢……日銭コールド紙カ、鉄錫量ベースボックス彗り1－355Ll】・SI－0・01％  

此の鰭語は翰出用に襲通されたが管しい赤錆のため不合格となったもので当局者の一部から塵  

連接に欠格はなかったと云つこ問題を投じた製品である○  

閉経の結果は全部が甚だしく内面赤錆を呈しこゐこ鋳に接する白瀧は赤く着色し部分的把軟化  

してゐた0  

発鋳の原因軋（1）上部基隙が多い冷間充填法でしかも、（2）注水中に遊辞クロールの混入  

があった暑が大鏡の主な原因であらうと考へられた。使用銑力については別忙惑いと恩はれる  

点は見当らなかった。倫ほ甚だしく上部基防が多い事は熱間充境港でさえ鋳が出易いものであ  

るからか枝な水煮苗詰の製造上特に技術的把不注意であったと忍はれる0何となれぼ碓語協会  

が行った昔の市販躍詰問披研究会の記録の円から白瀧描詰を婚つこ上部基隙の分布を調査して  

見ると第1域の如く9粍以内に留つ七ゐる。これは開権個体数が少なかったが同じ水煮縫譜で  

開銀研究の回数の多い筍鰭語を調べ⊂見ると約1，000緒余の円5粍以内のものが、98％を占  

めてゐた0  

鈴11表 白瀧水煮略語上部垂隙分布（市販健語閉経研究会記録より）  

6   7   8   9  10   
＿ 」   4  5  1  1   1   10   
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嫡 嬰   

自瀧水煮結語に於ける内面轟銀塊象とその異姓條件との関係について試験した。それを嬰紛する   

と   

（1） 自瀧舶密語鱒達工程の水洗、煮沸等の操作によって中性又は中性に近い内容になり易く  

鋳把対しては銀嶺な反應を示す製品である。   

（2）・普通の勲間充填法では鋳びない、しかし過腰㊥催涙基、過度の上部姦喋．過度の牧園形●  

畳は鋳を発現せしむる。  

（3）■普通の冷間充填法では紡が出易い、Lかし内容P∬僻を10．0以上になせば鋳びない。  

朗が賦力錫が海蝕される。  

（4） 中間充項法即ち白瀧か、注入水か、何れか－一方を予め煮沸L虎充填旗で蜂品過ア00C以  

上で稗封されない限り鋳が出易い。   

（5） 用水中の遊離クロールは冷間充項法の場合に甚だしく鋳を誘発する。しかし簡単に用水  

を煮排し、或は石衣を加＼こP月■己10・0以上にする尊によりその影響を準滅せしめ得る。   

結  論  

此め自瀧水郭俵のみの実験結果から一般碩譜の内面発鋳問題まで諭ずるのは当を得ないかも触れ  

ないが、しかし飼力の保件を論外とすれば鳩進攻仰勺な呑酎こ於て大凡そ攻の如き結論を導き出す亡  

とが出来る。  

1、鋳は鉄面が中性若くは略中性（P〃と4～8乃至10）の液把接して次の如き戊條によって赤   

鋳を生ずるものと侶ぜられ⊂ゐる。  

Fe ト（）巳 十 21Jコ0 ＝ Fe（0∫り巳  

iFe（0上Ⅰ）； ＋ 0コ ＋ 21lゴ0 ニ 4Fe（0月）㍑   

軌ち銑の発鋳現象に於こは酸素と水とが不可欠の要素である。   

2、紬の内面に於ける発鋳現象は主として上部益隙に超するブリキ板面中の銑の騒乱点に於こ起   

り、発鋳硯毅に必蓼な水分は縫内蝉の直接の附清文は船内に於て蒸発L値壁に於て凝縮しこ生   

する水滴によって輿へられ、吏に必婆な酸素は＿ナ短絡基隙内に残留する名案中の酸素、液中の溶   

解酸素及び内容物の組織内部に包蔵される耽索によって供給される。  

3、給って中性域の内容物であって終把轟鋳蹄酸素を拍費する物質を温裸L．ない緒誇内に於ける   

鉄の発鋳現象を抑制するためには、加熱手段又は其他の方綾によって内容物に包蔵並に辞解す   

る酸素を除去し、上部益隙最を揖釆る限り制限し、且つ其中の酸素を出来る限り排除する亡と   

が絶対必要である。   

此の試験実施把当り御指導賜った当校志兇着地氏、西川英男氏、並びに釆験に御協力麟った安   

田喜美子氏、岡信子氏に厚く感謝す。  （昭和24年10月）以 上  
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